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中小企業者の定義（中小企業基本法第２条）

中小企業者
業種・従業員規模・資本金規模

小売業： 50人以下または5,000万円以下

サービス業： 100人以下または5,000万円以下

卸売業： 100人以下または1億円以下

製造業・その他の業種： 300人以下または3億円以下

小規模企業者
業種・従業員規模

商業・サービス業： ５人以下
※商業とは卸売業，小売業（飲食店含む）を指す

製造業・その他の業種： 20人以下
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中小企業の企業数，従業員数，製造業付加価値額

小規模企業
3,665,361社

87.0%

大企業
11,926社

0.3%

中規模企業
535,903社
12.7% 小規模企業

9,120,929人
21.2%大企業

14,628,938人
34.0%

中規模企業
19,222,291人

44.7%

企業数
（4,213,190社）

従業員数
（42,972,158人）

99.7%が中小企業

会社の常用雇用者数＋個人事業所の従業員数

66.0%が中小企業

中小企業庁編(2012),『中小企業白書[2012年版]』日経印刷, p.302, 308より作成。
（総務省(2009) 『平成21年経済センサス: 基本調査』に基づくデータ）

但し，いずれも非1次産業の集計

製造業付加価値額
（101.3兆円）

2008年

中小企業庁編(2011),『中小企業白
書[2011年版]』同友館, p.58。

小規模企業
約9.2兆円

9.1%
大企業

約53.0兆円
52.3%

中規模企業
約39.2兆円

38.6%

中小企業は48.4兆円（47.7%）
企業数で0.3%の大企業が

過半数を占めている
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情報システムの導入状況

中小企業庁編, (2008), 『中小企業白書[2008年版]』ぎょうせい, p.83。

いずれの業務分野でも中小企業の導入率は大企業より低い

• 但し，殆どの業務で，大企業と比べて極度に導入率
が極度に低いとは言い難い

• 特に財務・会計については，かなり健闘している
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年間事業収入に占める情報処理関連支出の「割合」

中小企業庁編, (2008), 『中小企業白書[2008年版]』ぎょうせい, p.82。

製造業と非製造業の支出割合には違いが見られるが，大企業と中小企業では大差は無い

※「サービス関連」には，運用・保守委託料，教育・訓練等費用，外部派遣要員人件費等が含まれる。

0.10% 0 .10%

0.24% 0 .22%

0.14% 0 .11%

0.41%

0 .29%
0.15%

0 .06%

0.35%

0 .31%

0 .00%

0 .20%

0 .40%

0 .60%

0 .80%

1 .00%

大企業 中小企業 大企業 中小企業

ハードウェア関連 ソフトウェア関連 サービス関連

1.00%

0 .82%

0 .27%

0 .39%

製造業 非製造業
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総資産に占めるソフトウェア残高の割合

中小企業庁編, (2008), 『中小企業白書[2008年版]』ぎょうせい, p.81

中小企業

大企業

大企業の方
が多くのソフト
ウェア資産を
保有している
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これまでの資料から

中小企業でも多くの業務分野
でシステム導入は進んでいる

但し，大企業と比べると

導入率は低い

ソフトウェアとして有する資
産の割合も低い

年間事業収入に占める情報
処理関連支出の割合では，
大企業と中小企業で極だった
差があるとは言えない

中小企業であっても情報
化には一定の支出がある

但し，年間の売上高
が3,000万円以下の中
小企業数が65%超を
占めており(2010年中小

企業実態基本調査)，多額
の費用を投入し難い

こうしたことから

総務省統計局(2011), 『産業別・売上高階級別表』 2011年7
月29日公表, http://www.e-
stat.go.jp/SG1/estat/Xlsdl.do?sinfid=000011074713 [参照
日: 2012年8月27日]。
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年間のIT経費

日本商工会議所, 株式会社ノークリサーチ(2008年3月), 『中小企業のIT活用に関する実態調査』
http://www.jcci.or.jp/it/2007jittaichosa.pdf [参照日: 2012年6月7日], p.13より抜粋。

IT予算の平均は345.9万円
企業の従業員数や年商が大きくなるほど，IT予算は増加する傾向にある
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31.1%

33.6%
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46.4%

49.5%

38.7%

48.8%

48.1%

34.7%

34.9%

31.6%

21.9%

18.5%

16.2%

13.5%

14.6%

15.4%

10.5%

11.1%

7.2%

7.6%

4.9%

6.5%

3.6%

0% 25% 50% 75% 100%

自動化

省エネ

IT化

技術革新

業務工程改革

顧客数拡大

人材確保・育成

顧客単価上昇

非常に重要である 重要である 余り重要でない 重要でない

中小企業が生産性向上の為になにを重視しているのか？

中小企業庁編(2011),『中小企業白書[2011年版]』同友館, p.242。

IT化を重要と考えて
いるのは57.3%
「省エネ」とほぼ同じ割合

これらの取組か
ら比べるとIT化
を重視している
企業は少ない

中小企業のIT化は生産性向上を目指す上で，

本命ではない
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ITの導入目的の重要度

日本商工会議所, 株式会社ノークリサーチ(2008年3月), 『中小企業のIT活用に関する実態調査』
http://www.jcci.or.jp/it/2007jittaichosa.pdf [参照日: 2012年6月7日], p.11。

ITの導入は第1の目的はコストの削減
※ であるが，先のスライドで生産性向上の上位にあった人材確保・育成，顧客数拡大，業

務工程改革，技術革新に関連する項目でもIT化が望まれている
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IT化におけるジレンマ

最低限の
IT装備はして

おきたい

十分に予算も
掛けられないジレンマ

費用対効果や投資効果の把握の困難さ

安定運用と保守

災害時のデータの安全性
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こうしたジレンマへの対応の1つの手段

クラウド・コンピューティング

安価に強力で最新のコンピュータ資源を利用できる
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49.5%

14.7%

20.6%

3.7%

9.6%

1.8%

多くの事業、業務で利用している

一部の事業、業務で利用している

一部の事業、業務で試験利用している

導入・利用を検討している

導入・利用に向けた検討は行ったが、当面は
導入しないことになった

導入・利用に向けた検討を行っていない

中小企業のクラウドへの関心度

「クラウド」認知状況（N=300）

クラウドの利用状況（N=218）

72.7%

27.3%

聞いたことがある 聞いたことがない

独立行政法人情報処理推進機構(2011年3月),
『中小企業等におけるクラウドの利用に関する実態調査: 調査報告書』
http://www.ipa.go.jp/security/fy23/reports/sme-guide/documents/sme-
cloud_report.pdf , pp.15-16 [参照日: 2012年9月6日]。

218社

クラウドに対する関心は低くはない
少なくとも過半数で何らかのク
ラウドの利用，もしくは過去に
検討がされている
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4.3%

24.2%

73.1%

87.8%

89.2%

95.7%

75.8%

26.9%

12.8%

10.8%

0% 25% 50% 75% 100%

クラウド・コンピューティング
の活用

電子商取引

ネットワークへの接続

パソコンの導入

IT化

実施している 実施していない

IT化への取組の実施状況

中小企業庁編(2011),『中小企業白書[2011年版]』同友館, p.249。

IT化の実態は，ほとんどがパソコンの導入やネットワーク接続

IT化は進んでいるものの，クラウド・コンュー

ティングの活用はわずかである
中小企業白書でも，電子商取引やクラウド
を活用することで短期間で労働生産性の
向上が可能であると指摘
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34.9%

34.7%

33.6%

29.1%

27.7%

24.3%

22.7%

12.3%

8.0%

36.1%

38.2%

17.8%

40.3%

33.7%

36.7%

16.0%

12.3%

13.4%

27.7%

26.0%

44.0%

28.2%

36.4%

36.9%

61.0%

73.7%

77.4%

2.2%

0.3%

1.3%

1.7%

2.2%

2.4%

4.6%

1.0%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

在庫管理

生産

社内の情報共有

物流

購買・仕入

販売

開発・設計

人事・給与管理

財務・会計

自社で開発 オーダーメイド パッケージソフト SaaS・ASP

中小企業における情報システムの構築状況

中小企業庁編, (2008), 『中小企業白書[2008年版]』ぎょうせい, p.83

SaaS・ASPなど

インターネット網
を利用した情報処
理サービスの活
用形態はほとん
ど浸透していない
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視点を変えて： ベンダーの立場から

単に既存のシステムをクラウド化しても，既に何
らかのシステムを利用している企業は乗り換える
メリットが殆どない（おそらく余裕もない）

ベンダーはクラウドを利用することで
新たな付加価値を利用者に提供することが必要

新たなビジネスモデルの創造が重要

そのなかでクラウドの役割を考えることが必要

つまり

そのために
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SaaSに支払っても良いと考える月額金額（業務系分野）

その他の分野（業務系以外の分野での平均金額は4,701円）

日本商工会議所, 株式会社ノークリサーチ(2008年3月), 『中小企業のIT活用に関する実態調査』
http://www.jcci.or.jp/it/2007jittaichosa.pdf [参照日: 2012年6月7日], p.19より抜粋

企業の従業員数や年商が大きくなるほど，金額は増加する傾向にあるが，
従業員が100人以上の企業でも，平均金額は7,935円である
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コア／コンテキスト分析（ベンダーはどのようにクラウド化を促進していくのか？）

差別化（独自性）度合

必
要
不
可
欠
度
合

非コア／
非ミッション
クリティカル

（グループウェア）

コア／
非ミッション
クリティカル

（研究開発，データマイ
ニング）

非コア／
ミッション

クリティカル
（財務・会計，給与計算

など）

コア／
ミッション

クリティカル
（CRM／ECなど）

Core
差別化を生み出すプロセス

Context(Non-Core)
バックオフィス

Mission Critical
問題があると重大な
リスクがもたらされる
（24時間365日，

止まらない
運用が要求される）

Non-Mission
Critical

リスクが限定的で
失敗や問題があっても
企業の存続や成長に

直接的で深刻なダメージ
を及ぼさない

環境や戦略の変化に
応じた企業独自の対
応が常に必要となる

法令に基づくなど
個々の会社によって
大きな需要の違いは

なく汎用的
個々企業の独自性が強い
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34.9%
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33.6%

29.1%

27.7%

24.3%

22.7%

12.3%

8.0%

36.1%

38.2%

17.8%

40.3%

33.7%

36.7%

16.0%

12.3%

13.4%

27.7%

26.0%

44.0%

28.2%

36.4%

36.9%

61.0%

73.7%

77.4%

2.2%

0.3%

1.3%

1.7%

2.2%

2.4%

4.6%

1.0%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

在庫管理

生産

社内の情報共有

物流

購買・仕入

販売

開発・設計

人事・給与管理

財務・会計

自社で開発 オーダーメイド パッケージソフト SaaS・ASP

中小企業における情報システムの構築状況(15頁のスライドから)

中小企業庁編, (2008), 『中小企業白書[2008年版]』ぎょうせい, p.83

企業ごとに業務フロー
が異なる

自社開発や
オーダーメイド
が多い

企業ごとに業務フロー
の違いが余りない

パッケージの利
用が大多数を占
める

クラウド化により多
くの顧客にサービ
スを提供しやすい

IT Pro (2008/05/20), 『中堅・中小企業のITアプリ導
入実態調査（2008年版）』
http://itpro.nikkeibp.co.jp/article/Research/2008051
3/301565/

財務・会計のシステム
導入状況は82.9％，
残り17.1％(約71万社)
はシステム化非対応
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スマイルワークス社のClearWorks

財務会計・給不計算・販売管理のSaaS型統合業務システムサービス

各業務から資金の出入りに関す
るデータを集め，最終的に決算書
としてまとめる
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中小企業の財務・会計業務に関する現状

24.7%

26.8%

36.9%

8.4% 1.2% 2.0%

記帳代行サービス等を活用
仕訳伝票を会計専門家に渡し外注
総勘定元帳の作成までを社内で行い、残りの処理と税務申告は会計専門家に外注
財務諸表の作成まで一貫して社内で行い、税務申告は会計専門家に外注
財務諸表の作成、税務申告まで、一貫して社内で実施
その他

N=1976

18.7%

32.4%

32.8%

8.5%

4.0%
3.6%

50万円未満 50万円以上～100万円未満

100万円以上～200万円未満 200万円以上～300万円未満

300万円以上～400万円未満 400万円以上

N=1596

88.4％が会計専門家へ何らかの業
務を外注している
（80.3%が税理士，18.7%が公認会計士）

財務・会計に関する事務分担 会計専門家へ支払う年間報酬

50万円未満は18.7%
（72.3%は50万円以上）

新日本有限責任監査法人(2010年3月),『平成21年度中小企業の会計に関する実態調査事業
集計・分析結果』, http://www.chusho.meti.go.jp/zaimu/kaikei/2010/download/101109KE-
1.pdf, pp.8-9 [参照: 2012年6月5日]。

※中小企業庁会の計処理・財務情報開示に関する中小企業経営者の意識アンケート調査結果
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税理士の収益構造モデル

仕分けの入力
や記帳

税理士が
自ら行う必
要はない
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多くの時間を割いていた仕分けなどの作業は他の資源を活用

仕分けの入力
や記帳

税理士が
自ら行う必
要はない

誰が担うのか？

ワークスタイルの変化等で職場の第一線
から離れた主婦などの在宅勤務者

ここで削減できた時間で税理士は税理士
にしかできない専門の付加価値業務に専
念

クラウドで行えば大
幅に短縮できる
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クラウドによるサービス（ClearWorks）で対象となる関係者

クラウドによる情報処理サービス

ClearWorks

税理士 在宅勤務者
中小企業の

経営者／会計担当者

クラウドというITを駆使
することで個々個別に
行われていた互いの
業務や作業を結合させ，
互いに利益をもたらす
新たなビジネスの
モデルの構築

従来のようにベン
ダーはシステムの
部分だけの提案を
していてもダメ
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まとめ: Catalyst（触媒）としてのクラウド

クラウドによるサービス

ClearWorks

税理士 在宅勤務者
中小企業の

経営者／会計担当者

Catalyst（触媒）としてのクラウド

これまで個々個別に行われて
いた互いの業務や作業を結
合させ，互いに利益をもたら
す新たなビジネスのモデルを
作り出す

通常では化合しない物質を互
いに結びつけて，化学変化を
促す反応物質以外の物質

そこまでの設計がベンダー
に求められている
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ＩＴステージの現状
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経済産業省委託調査(2011年2月), 『IT経営力指標」を用いた企業のIT利活用に関する現状調査(報告書)』, 
http://www.meti.go.jp/meti_lib/report/2011fy/0022949.pdf, p.2およびp.4, [参照日: 2012年9月6日].

大多数の中小企業が部門最適化止まりである
部門を越えた情報システムの活用には
至っていない
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ご静聴
ありがとうございました

横田明紀
a-yokota@ba.ritsumei.ac.jp


